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サービスの概要

CAEと計測技術を活用し、精度の高い製品開発を支援いたします。

計測技術とCAEのコリレーション事例

Cat.No 3E5J-133-00-210510

近年、赤外線や画像相関法（DIC）など、計測技術によって構造物表面の応力・ひずみ状態を可視化する技術が活用され
ています。他方、CAE（シミュレーション）を活用することで内部における応力・ひずみ状態を推定する試みも行われていま
す。両者の技術の相関性（コリレーション）を取ることで精度の高い評価技術を提供いたします。

図１ DIC（画像相関法）とのコリレーション
（上：DIC、下：CAE）

図3 温度分布（上：測定、下：CAE）

評価事例

● 異材接合材の引張試験におけるひずみ分布

● スポット溶接時の温度分布

スポット溶接における温度分布について、計測結果とシミュレーション結果（CAE）を比較できます。図2の温度履歴、図3
の温度の空間分布では、CAEと実測が精度よく一致していることが分かります。構造体の熱伝導率や比熱、熱伝達率
（大気放熱）を正しく設定することにより精度の高いシミュレーション結果が得られました。
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図1は、CFRP（左側）と鋼板（右側）をリベット
材で機械的に接合した異材接合材の引張
試験時のひずみ分布について、計測結果
（DIC、上側）とシミュレーション結果（CAE、
下側）とを比較した結果です。両者はよく一致
していることが分かります。
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図2 溶接スポット温度とその時間変化


